
１　目的

　点鼻薬や吸入剤等に見られる定量噴霧式の
製剤は、様々なタイプのものが見受けられる。
　ところでこの定量噴霧式の製剤は、残量の確
認が難しいとの声をよく耳にする。
　以前から規定使用回数を超えて薬剤がもう十
分出ていないのに使用を続けたり、規定使用回
数に達していないのに不安感から早めに処分し
てしまっている事例に遭遇する事もあった。
　今回我々は、定量噴霧式製剤の適正使用を、
その使い終わりに注目して検討したので報告す
る。



２　方法

　我々は、２００５年２月中に定量噴霧式
製剤（ドライパウダー製剤は除く）を処方
されたすべての患者さんに対して、規定
使用回数を知っているか、何を根拠に使
い終わりを判断しているか投薬窓口で口
頭にて聞き取り調査した。
又、製剤ごとに、規定回数を超えた時の
噴霧状況について調べ、その影響と対策
について検討した。



Ｂ：患者さんは規定使用回数
を正しく理解しているか
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３　結果
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Ａ：　人数と回答率

　　　回答あり　２６人　　　回答得られず　１７人
（喘息４人他は鼻炎等） 　　（初めて使用等）

計４３人

図ー１：回答率　５６．４％



①出なくなったと判断した理由
　　・製剤を振った感触で無くなった
と思った時
　　　・噴射音がしなくなった時
　　　・薬剤が出ているか目で見ても
わからなくなった時
　　　・手に噴霧して薬剤が付かなく
なった時

②規定回数に達したと
　　判断した理由
　４人とも規定回数が何日分に相
当するか理解しており、使い終わ
り予定日が来る前に新しい製剤を
もらう様にしていた。
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　出なくなるまで　　規定回数に達したとき
２２人　　　　　　　　 ４人 (喘息２人）

図ー３

Ｃ：患者さんは使い終わり
　　をどう見極めているか

単位：人



４　資料

規定使用回数を超えて使用するとどうなるか

　メーカーのデータ(図ー４）によると、一

般的に規定回数を超えて使用した場合、
安定した噴霧量が得られず期待する臨
床効果が発揮できない可能性がある。
又、メーカーに規定回数以降のデータが
ない製剤に関しては、当薬局にて実測し
て同様の結果を得た。（図ー５～７参照）



ザジテン（メーカー資料）

• 図ー４　　１噴霧量
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• 図ー５　　　１噴霧の重量 （噴霧回数）

単位：mg
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ニトロールスプレー
(当薬局にて実測)

• 図ー６　　１噴霧の重量
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　　スプレキュア(当薬局にて実測)

• 図ー７　　１噴霧の重量
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５　対策

　対象は、すべて最低１度は使い終わりに関す
る指導を受けているにもかかわらず、適正使用
できていたのは２６人中わずか４人だった。 （図ー

１～３）
　期待される薬効が得られない可能性がある事
を知らずに、使用し続けている実態が示唆され
た。
　今回の結果を見ると規定回数に対する不理解
や残量確認の難しさ等が見受けられたが、指導
法に問題があったと判断せざるを得ないため、
継続的でわかりやすい指導が必要である。



Ａ：　どの様な指導方法が有効か

①　薬剤がなくなるまで使用した結果、処方予
定日になっても薬剤が余っていてコンプライアン
スが悪いと思われるケースでも、患者自身はき
ちんと使用しているつもりの場合が多い為、製
剤ごとに規定回数があることをしっかり認識させ
る。

②  規定回数を超えて使用した場合、必要薬用

量に達せず効果が期待できない可能性があり、
喘息や狭心症の発作止め等、薬剤の使用目的
によってはたいへん危険である事を十分に理解
させる。



③ 　万が一の事を考えて現在使用中の製剤

が十分残っているうちに、早めに新しい製
剤をもらっておくよう指導する。

④　チェック表を製剤ごとに作成しておいて投
薬時にお渡しし使用するたびにチェックする
よう指導する。

１ 日目２ 日目３ 日目４ 日目５ 日目６ 日目７ 日目８ 日目
左
右
左
右
左
右
左
右

16回 32回 48回 64回 80回 96回 112回 120回

昼

回 数

日 数

朝

夕

就 寝 前

リボスチン点鼻液用



　＊しばらく使用していない場
合、予備噴霧の必要な製剤も
あり、すべての製剤が処方さ
れた段階で使い終わりの日時
が単純計算で求められる訳で
はないので注意が必要。（ミオ
コールスプレー　・　ニトロール
スプレー等）

⑤ 　毎日使用する製剤に関しては、現在使

用中の製剤の残数を把握した上で、いつ
が使用終了予定日であるかを投薬時、本
体に直接明記しておく。



　ニトロールスプレーの様な
ポンプ式の場合、製剤を水平
近く以上に傾けて使用すると、
薬剤を吸い上げるチューブに
エアーが入ってしまい、安定
した噴霧量が得られなくなる。
　又、その後再使用する場合
は、エアーが抜けるまで数回
の予備噴霧が必要となる。
　一方、製剤中の薬剤は、通
常規定回数分より多く充填さ
れている為、数回であれば予
備噴霧分は、使用回数にカウ
ントしなくても良いと思われる。

＊その他の注意



　　Ｂ：　回数以外で使い終わりを知るには
（何回使用したかわからなくなってしまった時など残量をどう判断するべきか。）

①　患者自身での判断は一般的に困難と思わ
れる為、薬局まで持参してもらい計量する。
薬局にて作成した製剤ごとの規定回数、総
重量（キャップは含まず)及び１噴霧あたりの重

量がわかる早見表を使用して下記の式に当て
はめ、規定残回数を算出する。(参考ー１、２)

残り回数＝Ｃ－(Ａ－Ｄ）÷Ｂ

Ａ薬局にて実測した本体重量（キャップなし）　Ｂ添付文書より算出し
た１噴霧の重量　Ｃ規定回数　Ｄ持ち込まれた製剤の重量とすると



点 鼻 薬  参 考－１   

製 品 名 
１ 本 で使 用 で きる

回 数（ 約 ）…Ｃ  
常 用 量 （ 噴 霧 回数/日 ） 

 
１ 本当 た り の 
使 用 可 能 日数 

 

キ ャ ッ プ を 含まな い 
      製 品 本 体 重量 …Ａ  

（ １ 噴 霧 の 重量）…Ｂ  

ア ル デ シ ンＡ Ｑ １ ２ ０ 回 ８ 回  １ ５ 日 
１ ６ ． ３ １ｇ 

（０ ． ０５ ｇ）  

イ ン タ ー ル ６ ０ 回 １ ２回  ５ 日 
２ ２ ． ４ １ｇ 

（０ ． １ ４ ５ ｇ）  

ザ ジ テ ン ６ ０ 回 ８ 回  ７ ． ５ 日 
１ ７ ． ２ ３ｇ 

（０ ． ０９ ｇ）  

ナ イ ス ピ ー ８ ０ 回 ８ 回  １ ０ 日 
１ ８ ． ０ ９ｇ 

（０ ． ０５ ｇ）  

フ ル ナ ー ゼ ２ ８ 回 ４ 回  ７ 日 
１ ７ ． ２ ０ｇ 

（０ ． ０５ ｇ）  

小 児 用 
フ ル ナ ー ゼ 

５ ６ 回 ４ 回  １ ４ 日 
１ ７ ． ２ ０ｇ 

（０ ． ０５ ｇ）  

リ ボ ス チ ン １ ２ ０ 回 １ ６回  ７ ． ５ 日 
２ ６ ． ０ ２ｇ 

（０ ． ０５ ｇ）  

 

＊ 持 ち 込 ま れ た製 品の重 量をＤと す る と …  残 り 回 数 ＝  Ｃ －  (Ａ－Ｄ)÷Ｂ  

Ａ薬 局 に て 実 測  Ｂ添 付 文 書 よ り算出 



吸 入 薬  参 考 － ２ 

製 品 名 
１ 本 で 使 用で き

る 回 数 （ 約）… Ｃ 
常 用 量 

キ ャ ッ プ を 含まな い 
 製 品 本 体 重量 … Ａ 
（ １ 噴 霧 の 重量）… Ｂ 

キ ュ バ ー ル５ ０ １ ０ ０回  １ 回 １ ０ ０ μｇを１ 日２回  
１ ６ ． ０ ８ｇ  

（０ ． ０ ６ ２ ｇ）  

キ ュ バ ー ル １ ００ １ ０ ０回  １ 回 １ ０ ０ μｇを１ 日２回  
１ ６ ． ６ ４ｇ 

（０ ． ０ ５ ８ ｇ）  

テ ル シ ガ ン エ ロゾ

ル１ ０ ０ 
８ ４ 回 

１ 回 １ ～ ２吸 入 
１ 日 ３ 回 適 宜 増減 

２ １ ． １ ０ｇ  
（０ ． ０ ７ｇ）  

フ ル タ イ ド５ ０ 
エ ア ー 

１ ２ ０ 回 １ 回 １ ０ ０ μｇを１ 日２回  
１ ９ ． ４ ０ｇ 

（０ ． ０ ５ ５ ｇ）  

フ ル タ イ ド １ ００ 
エ ア ー 

６ ０ 回 １ 回 １ ０ ０ μｇを１ 日２回  
１ ４ ． ５ １ｇ 

（０ ． ０ ５ ７ ｇ）  

ベ ロ テ ッ ク エ ロゾ

ル １ ０ ０ 
２ ０ ０ 回 

発 作 時 １ 回 ２ 吸入 
（ １ 回１吸 入 か ら 始 め 効果 確認 ） 

２ ５ ． ２ ０ｇ 
（０ ． ０ ５ ２ ｇ）  

メ プ チ ン エア ー １ ０ ０ 回 発 作 時 １ 回 ２ 吸入 
１ ３ ． ９ ２ｇ 

（０ ． ０７ ｇ）  

メ プ チ ン 
キ ッ ド エ アー 

１ ０ ０ 回 発 作 時 １ 回 ４ 吸入 
９ ． ７ ４ ｇ 

（０ ． ０ ３ ５ ｇ）  

＊ 持 ち 込 ま れ た製 品 の重 量 をＤと す る と …  残 り 回 数 ＝ Ｃ  －  (Ａ － Ｄ)÷ Ｂ  

Ａ薬 局 に て 実 測  Ｂ添 付 文 書 よ り算出 



②　メーカーが用意している
　　残量確認グッズを利用し
　　て残量を確認する。

キュバール用 ミオコールスプレー用



６　まとめ

　薬剤師は規定回数を守る様に、その意味を
重ねて指導するのはもちろんの事、各製剤ご
との残量チェック法を熟知し、残量のわからな
くなってしまった製剤を持ち込まれた時など、
残量の判断が出来る体制も必要である。
又、近年登場してきたドライパウダー型製剤
では、製剤自体に残量カウンターが装備され
ている物も多く（参考ー３）各メーカーの工夫、
対応にも期待したい。



残量カウンターが装備さ
れたドライパウダー製剤

パルミコートタービュヘイラー メプチンクリックヘラー

参考ー３


